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事業者名 岩手インフォメーション・テクノ
ロジー株式会社

事業プラン
名

環境系ソリューション開発。―電子
マニフェストASPシステムの開発―

事業概要
自社データセンターを利用し、電子マニフェストASPシス
テムとモバイル機器(携帯・デジタコ・PDA等)の組込み開
発など環境系ソリューションの開発。

事業者名 株式会社オーエンス

事業プラン
名

マルチポイント型電極によるオゾン処理装
置の開発、製造、販売。

事業概要
小型軽量、可搬、低消費電力のマルチポイント電極を搭
載したオゾン発生器を製品化し、これを応用したオゾン
処理装置を開発、製造、販売。

事業者名 プロジェクトキバ

事業プラン
名

岩手オリジナルヒーロープロジェクト。

事業概要
本格的オリジナルヒーロー不在の岩手県から、当プロジェ
クトで制作した「マブリット・キバ」を全国に向けて発信
し、地域社会への貢献、活性化をめざす。

ビジネスプラングランプリ開催される
新たな事業の創出と発展を図る目的で、11月15日、当センター主催による「第3回いわてビジネスプラング

ランプリ」が開催されました。事業プラン応募23件のなかから、この日は、スタートアップ部門、イノベーショ
ン部門とも各4社の事業プランの発表がおこなわれ、審査の結果、スタートアップ部門では、㈱サーガ（盛岡市）、
イノベーション部門では伊藤工作所（花巻市）の事業プランがグランプリに輝きました。
㈱サーガは、ITを活用し、県産木材を利用して一人ひとりの「手」の形に合わせて象り（かたどり）する「我杯」

を開発し、デザイン性と医療、福祉への発展が評価されました。また、伊藤工作所は牛の排泄物掃除作業の省
力化を目的に「乳牛排泄物清掃装置」を開発し、完成度の高さと酪農家への貢献が評価されました。
審査員の大滝精一東北大学大学院教授は全体として、「地域課題の解決を切り口として、世界にはばたく製

品にする努力がうかがえる」と講評しました。

優 秀 賞

4 産業情報いわて

第3回いわてビジネスプラングランプリ

株式会社サーガ

★岩手インフォメーション・テクノロジー株式会社 ★株式会社オーエンス ★プロジェクトキバ

Ⓒ盛岡経済新聞

㈱サーガ　高橋　和良氏

事 業 者 名 株式会社サーガ

事業プラン名
把持体(はじたい)を一人ひとり、象り(かたどり)して、商品に
その把持体を転写、造型、切削を行い、岩手の木材、南部
鉄器、漆を使った商品企画開発事業(製造、販売含む)。

事業概要

人間の把持体を物体に三次元で転写する技術を研究開
発している。最先端のクラス1レベルのレーザースキャ
ナーを導入し、スキャニング技術の開発、数十万ポリ
ゴンを自由に扱える三次元CGソフトウェアー技術の
開発、立体生成を自由に安価に加工できる三次元切削
技術を統合し、このトータル製造ラインを作る事業。
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事業者名 株式会社イー・エデュケーション

事業プラン
名

NARERO®
ナショナルブランド化計画。

事業概要
資格試験に特化した書籍ではなく、ソフトウェアの出版社を目
指し、NARERO®（「習うより慣れろ」に由来)の新しい学習ス
タイルを広く社会に提案し、ナショナルブランドに育てる。

事業者名 株式会社東光舎

事業プラン
名

犬種別トリミング用｢はさみ｣の商品化。

事業概要
少子高齢化の影響で犬関連市場の規模は、現状4千億円を
超える。しかし､トリミング用鋏は理髪用を流用しているに
すぎないため、毛質に応じた新たな専用鋏を提案する。

事業者名 株式会社番匠

事業プラン
名

住宅建設における見積りの原価公開
システム

事業概要
原価公開システムの採用により、安心・納得の家造りが実
現され今後、このシステムをビジネスモデルとして確立し、
FC展開やのれんチャイズ等で広くシステム販売を行う。

各賞決定！

イノベーション部門　   

5産業情報いわて

伊藤工作所

★株式会社イー・エデュケーション ★株式会社東光舍 ★株式会社番匠
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事 業 者 名 伊藤工作所

事 業 プ ラ ン 名
「乳牛排泄物清掃装置」の販売及び酪農業界への
事業展開。

事業概要

Ⓒ盛岡経済新聞

Ⓒ盛岡経済新聞

伊藤工作所　伊藤　達也氏

乳牛酪農作業の中でも過酷な排泄物清掃の省力化
を目的として新開発した「乳牛排泄物清掃装置」の
普及と牛舎ごとの効率化改良、機器製造事業。




